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令和５年度茂原市シルバー人材センター 役員紹介
会 長 千村 文彦 【 理 事 】 【 監 事 】

副会長 上村 喜典

事務局長（業務執行理事）

山本 丈彦

事務局職員

山田 昌志 朽木 健

鈴木千恵子 田中 龍紀

布施 洋子 吉澤 薫

滝口 定義 （茂原）

齋藤 豊 （茂原）

髙吉 悟 （茂原）

北川 文夫 （東郷）

深山 年邦 （東郷）

末廣 章一 （東郷）

米倉 忠史 （五郷）

長町 和夫 （鶴枝）

岡本 永子 （二宮）

篠﨑 吉徳 （本納）

金澤 昇 （本納）

岡澤 行男 （駐輪場）

松本 八重子（女性会員枠）

本田 和久 （特別理事）

鈴木 勝博 （茂原）

小野 忠男 （茂原）
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茂
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
シ
ル
バ
ー
の

仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
健
康
で
過
ご
せ
る
年

齢
を
伸
ば
し
、
幸
せ
な
晩
年
を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
自
己
管
理
が
大
切
で
す
。

私
は
昨
年
希
望
年
齢
の
八
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
十
一
月
に
体
調
の
異
変
が
あ
り
、
病
院

で
診
て
も
ら
い
、
療
休
を
と
り
ま
し
た
。
今
八
十
歳
の

大
壁
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
壁
の
厚
さ
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
厚
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
、

今
年
は
終
活
に
入
り
ま
す
。
壁
は
、
お
馬
鹿
に
な
っ
た

こ
と
。
体
力
が
急
低
下(

バ
ラ
ン
ス
感
覚
・
つ
ま
づ

き
・
聴
覚
・
視
覚
・
体
力
の
回
復
力)

を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
事
故
要
因
は
、
た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い
ま
す
。

自
分
と
家
族
の
為
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
。
起
こ
さ
せ

な
い
事
を
お
互
い
十
分
気
を
付
け
て
仕
事
し
て
く
だ

さ
い
。
高
齢
者
の
自
信
過
剰
は
事
故
の
も
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
新
年
早
々
に
能
登
半
島
大
地
震
が
発
生

し
、
テ
レ
ビ
映
像
で
地
獄
を
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。
能

登
半
島
は
昨
年
旅
行
し
た
場
所
で
、
輪
島
朝
市
で
の
買

い
物
・
輪
島
塗
の
老
舗
し
お
や
す
漆
器
工
房
の
見
学
。

輪
島
ふ
ぐ
を
食
し
た
場
所
は
、
家
屋
倒
壊
・
焼
失
で
見

る
影
が
な
い
。
珠
洲
市
の
海
岸
線
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

加
賀
前
田
家
ゆ
か
り
の
妙
成
寺
の
工
事
中
の
五
重
塔

が
ど
う
な
っ
た
の
か
心
配
で
す
。
宿
泊
し
た
加
賀
屋
別

邸
で
の
地
元
産
加
能
ガ
ニ
会
席
の
味
も
思
い
出
し
ま

す
。
二
０
二
四
年
は
甲
辰(

き
の
え
た
つ)

年
で
新
た
な

出
発
・
成
長
の
年
で
あ
り
ま
す
。

健
康
に
気
を
付
け
て
！

希
望
を
持
ち
ま
し
ょ
う

公益社団法人茂原市シルバー人材センター中庭の木

剪定作業研修



： ４ページに記載

　

がいないため、駐輪場見回りを担当者が朝・夕チェッ

地　域 氏　　　名

特別理事 本田　和久

総務部会

鶴　枝

茂　原

東　郷 深山　年邦

地　域 氏　　　名 記　事

五　郷

事業部会

草刈り・植木手入れ等、作業の取り纏め。

五郷・鶴枝 東條　覚

東　郷 甲斐　平康

シルバーもばら

職群班長

地　域 氏　　　名

会報第２3号（2）

小髙　修治

長町　和夫

豊田・二宮 岸野　雪夫

新規就業の場開拓、企業訪問等

茂　原

米倉　忠史 部会長

記　事

滝口　定義

本　納 都倉　薫

髙吉　悟

岡本　永子

齋藤　豊 部会長

鈴木　利和

就業開拓委員会

記　事地　域 氏　　　名

鈴木　勝博

氏　　　名 記　事

茂　原 池部　秀文 委員長

高山　文夫

茂　原

茂　原

本　納 石橋　壽子

豊田・二宮 石井　保

委員長

鈴木　芳直

東　郷 伊賀　眞一郎

五郷・鶴枝 米倉　忠史

東　郷 山田　一太郎

杉木　千之

金澤　昇

篠﨑　吉徳

二　宮

本　納

鶴　枝

広報部会

篠﨑　吉徳

阿部　俊美

清宮　義和

岩下　安則

駐輪場運営委員会
氏　　　名 記　事

上村　喜典

本　納

安全・適正就業委員会
地　域

委員長

岡澤　行男 地域班長

菅田　茂

頑張っています。

 空き家等の適正な管理の推進に関する協定を締結

　年末年始（12/29～1/3まで)は、通常の管理者

豊　田

茂　原

クを実施し、市民の方が安心して利用できるように

部会等メンバー紹介

安全・安心なまちづくりに向けて

令和５年１１月６日、茂原市シルバー人センター

と茂原市は、「空き家等の適正な管理の推進に関す

る協定」を締結しました。

本協定は、当センターと茂原市が相互に連携

・協力して市内の空き家等が管理不全とならないよ

う適正に管理することにより、良好な住環境の保全

及び安全で安心なまちづくりの促進に寄与すること

を目的としております。

今後、この協定に基づき、空き家等の見回りや

敷地内の除草等、空き家の管理に関する業務につ

いて、本センターで取り扱っていきます。



　会員２８名の参加を得て、長生村一松の「太陽の里」において実施し、コロナ禍のために３年の

間懇親会等ができなかったこともあり、今回は大いに盛り上がりました。

会報第２3号（3） シルバーもばら

６０歳以上の健康で、働く意

欲のある人を募集しています。

会員の皆さん！

知人、友人等で、健康で働く

意欲のある方を紹介、勧誘して、

共に働く仲間を増やしましょう。

先ずは、

センター事務局までご相談くだ

さい。

２５－４１４０

会 員 募 集 中

互助会活動報告 （忘年会：令和５年１２月9日）

令和６年１月１日現在

千村会長による

開会の挨拶

カラオケでのど自慢

大いに盛り上がっています。

山本事務局長と上村副会長

乾杯！

今日は、

サイコー！！

ちょっと、記念に！

女性方も1枚！！

388 385 377 385 391 395 383
360 365

419

290 291 286 290 298 301 294
276 281

316

98 94 91 95 93 94 89 84 84 103

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450

茂原シルバー人材センター会員数推移

合計 男性 女性



 会報第２3号（4）

   誰もが思ってもみなかった元旦早々、能登地方を震源とす 

 るマグニチュード７．６の大地震、それに伴う津波が発生し、 

 多くの場所で被害が発生しました。

　 判明した死者は２４０人を超え、今なお、避難場所或いは

 被害を受けた家屋での厳しい避難生活、倒壊した家置、道 

 路岸壁等の復旧は、思うようには進まず、数多被災した方

 々のご不便は、察するに余るものがあります。

 　当シルバー人材センターにおいても、被災された方々への

支援の一環として義援金を募集しております。

　  皆様のご協力をお願いいたします。

　  なお、皆様から頂いた義援金は、日本赤十字社を通じて　

 被災地の自治体へと送ります。

シルバーもばら

義援金募金箱

　  シルバー人材センター
　 事務局カウンターに設置

地　域 氏　　　名 記　事

山﨑　文義

駐輪場 上村　喜典 部会長

東　郷
北川　文夫

末廣　章一

駐輪場 岡澤　行男

本　納
松本　八重子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
が
定
着
し
て
い
る
中
、

会
員
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
な

作
業
の
出
来
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

会
員
の
募
集
は
常
時
行
っ
て

い
ま
す
。
元
気
な
お
年
寄
り
向

き
の
仕
事
が
シ
ル
バ
ー
で
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
生
が
あ
る
中

で
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見

つ
け
る
と
、
楽
し
い
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

編

集

後

記

令和６年能登半島大震災義援金募集のお知らせ

広報部会

１，シルバーから仕事の依頼を受けたら、内容及び交通ルールを確認

する。

２，作業に合った服装で動きやすいものを着用する。

３，安全第一を心がけて、時間に余裕をもって行動する。

４．仕事を始める前には、軽く準備運動と器具類の点検を実施する。

５，夏場の作業は、水分補給を徹底する。

６，草刈り作業時は、10メートル以内に人を近づけない。

（ケガをしない。させないが基本）

７，グループで作業を実施する時は、合図・連絡を明確に実施する。

安
全
作
業
の
心
得

離れての作業が安全確保

相手と距離をとる。
作業に合った服装


